４　通信
藩政時代の通信

　江戸時代鳥取藩内の通信制度の移りかわりについて、『県史』（近世通信制度）に次のように記されている。

　　　鳥取藩は、公用の信書は、宿や村に所属する人夫によって順送りに隣の宿・村に継ぎ送りする方法によって、目的地へ伝送していた。信書の量が多くなると、賃銀等もかさむので、寛政3年（1791）に改正が行われ、鳥取在御用場から定刻に発送するようになった。

　　　幕末になって諸事多端となったので、領内の通信手段に大改正を行い、領内各地に御用状EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つぎ),継)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たてしょ),立所)、御用状取次所を設けて輸送の迅速化をはかった。幹線である鳥取・由良・淀江には御用状継立所を、幹線から外れたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わき),脇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おうかん),往還)からの連絡に当らせるため、泊村庄屋ほか5か所に御用状取次所が置かれた。
　　　民間の通信には、藩の許可を得た民間のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひきゃく),飛脚)業者が荷物や信書を扱ったが、町や村には「走り使い」をつとめるものがいて、各種の連絡に当っていたが、私的な幸便に託することもあった。

　こうした方法は明治4年（1871）3月の郵便法の施行、明治5年2月のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つぎ),継)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(びきゃく),飛脚)制度の廃止まで続いた。

泊村における郵便事業の沿革

· 郵便局舎の位置の移り変わり

明治5年6月1日　泊港275番地
明治22年10月1日　泊752番地

昭和13年3月6日　泊529番地

昭和13年5月15日　泊513の10番地

昭和42年3月27日　泊573の8番地

· 歴代の局長と就任年月日

初代　石田暉道　　明治5年6月

2代　三枝礼二　　明治17年11月

3代　三枝兵蔵　　明治25年5月

4代　三枝悌二　　昭和11年8月

5代　中原福吉　　昭和36年7月

6代　伊藤一男　　昭和48年7月

7代　西村博利　　昭和55年6月

8代　堀本進　　　昭和60年12月

· 事業の変遷

　　明治5年6月　　　　　開局郵便事務

　　明治18年10月　　　　貯金事務

　　明治26年4月　　　　内国為替事務
　　明治28年1月　　　　外国為替事務

　　明治32年12月　　　 小包郵便

　　明治40年3月　　　　和文電報

　　大正5年10月　　　　保険事務

　　大正14年12月　　　 電信電話事務

　　大正15年10月　　　 郵便年金

　　昭和3年1月　　　　 交換事務

　　昭和6年10月　　　　郵便保険

　　昭和48年2月　　　　自動電話

　　昭和59年2月　　　　輸送施設の改善により1回配達となる

　　昭和59年10月　　　 電子郵便取扱開始

· 郵便区画

· 明治5年6月から明治18年6月まで　泊宿・石脇・小浜・筒地・園・原・宇谷・宇野を当局の郵便区とする。

· 明治18年7月、うち宇野を除く。

· 明治21年3月、北福・漆原・方地・白石・野方宮内・藤津・松崎・中興寺・久見・小鹿谷・田畑・国信・別所・方面・河上・高辻を編入。
· 明治34年4月、さらに引地を合わせる。

· 明治36年9月、舎人・東郷地区を除き、現在の泊・石脇・小浜・筒地・園・原・宇谷の7区を受持区画とする。

· 電報配達区域

· 明治23年4月、石脇・小浜・筒地は、青谷郵便電信局の電報配達区域に入る。

· 明治40年3月、石脇・小浜・筒地が泊局受持となる。

· 明治41年11月、絹見が泊局の受持となる。（『青谷町誌』）
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昭和10年泊村電話加入者名簿
	番号
	加入者氏名
	部落名
	職　　　　　業

	1

2

3

5

6

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19
	合資会社長商店
藤田温良

浜田重太郎

明星高子

石井文次郎

市木商店

泊村役場

泊運送合資会社

養気館（中島志津）

中山　恵

北原みつ

河本くに

藤井商店

八木弥太郎

泊　　駅

春木商店

備前屋松村直蔵
	原
石　　脇

泊

泊

石　　脇

泊

泊

園

泊

泊

泊

泊

泊

宇　　谷

園

泊

泊
	酒類・醬油醸造業
医　師

鮮魚委託仲買、氷販売

自動車運送業、精米

酒醸造業

雑貨・漁船具

自動車運送業

置屋・料理店

漁業組合共同販売所

置屋業

菓子類販売・飲食店

米穀・肥料・セメント

精米・自動車

呉服・雑貨商

蚕種業・旅館業


　　

